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１ 児童の実態と研究主題設定の理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

自律に向かう挑み続ける小値賀っ子の育成 

～島から日本一楽しい学校を～ 

 

【研究主題】 

自ら考え判断，行動し，学び続ける子供の育成 

～子供が夢中になる授業づくりに向けて～ 

 

【長崎県教育委員会】 

長崎県の子供たちの課題として，『授業外での学習時

間の確保』『授業での主体的な学び』が挙げられる。

(長崎県教育委員会『学びの習慣化メソッド』より) 

【学習指導要領改訂の基本的な考え方】 

生涯にわたって能動的に学び続けることができるよ

うにするためには，これまでの学校教育の蓄積を生か

し，学習の質を一層高める授業改善の取組を活性化し

ていくことが必要。 

(学習指導要領総則編 一部抜粋) 

 

【共通事項】 

 〇恵まれた自然，地域，学校環境の中で育ち，素直な心で学びに向かっている。 

▲ 指示待ちの児童が多く，自ら考え判断し，行動する経験が少ない。 

▲ 自分の考えをもつことができても，その考えを自信をもって他者に伝えることが苦手な児童が多い。 

▲ 学びに対する主体性が弱い児童もいる。（「このくらいでいいや。」） 

 

小値賀小学校 

〇学習課題に対し，興味をもつことができる。 

〇少しずつ話し合いに対する意識が芽生えてき

ている。 

▲共通点や相違点を意識して，他者の話を聞く

ことが苦手。 

▲友達と話し合う姿は見られるが，意見交換で

終わってしまう。 

大島分校 

〇発想力・想像力が豊かで自分の考えをもつことがで

きる。 

〇人と話すことが好き。 

〇読書が好きで，本に親しんでいる。 

▲自分の考えに偏ることがある。 

▲学んだことを次の学習等に生かす力が十分ではない。 



 

２ 研究の方向性と内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(１) 研究授業を通した指導法の研究 

    〇『夢中』のきっかけづくり（主体的に学ぶ導入） 

    ☆全員が同じ土台に立って学びをスタートする 

・環境づくり（教室掲示等） 

    ・教材(提示方法)や発問の工夫(子供が食い付く課題設定) ・既習事項の確認(前時等の振り返り) 

    ・見通し(予想)を立てる（・既習事項や日常の経験を活用する。・学び方の計画を立てる。） 

    〇考えを広げ深める環境づくり(対話・協働) 

    ・学びを広げ深める選択肢の充実・可視化 

    ・教科，単元，学年の実態に応じた対話の工夫 

    〇学びを『続ける，積み重ねる』 

    ・振り返り方の充実(次時や授業外につなげる振り返り，内容の制定) 

    〇子供が学びを創り上げる 

    ・学習進行係(学習リーダー)を中心に進める学びの推進 

 

 (２) 基礎学力の定着と学力の向上 

〇必要な情報を読み取り，根拠を明らかにして，自分の考えを他者に説明する力の育成 

     ・ＮＩＥの取組 

〇帯タイムの充実 

(例)【国語】漢字ドリルを活用した漢字練習，条件を付けた自分の考えを文章表現するプリント等 

   【算数】四則計算タイムアタック，文章問題チャレンジ（各学年の学習内容に沿って） 

       解答への説明文作成練習プリント 

    〇家庭学習の定着と充実 

・学習カードの活用 ・自学計画表の作成 ・自学の推奨 

 ○読書活動や言語環境の充実 

・朝の読書 ・児童への読み聞かせ(たんぽぽとの連携) 

〇『大島タイム(帯タイム大島 ver)』 

・前の学年や苦手な単元を自分で選択して学習する。 

 



令和６年度 校内研究全体構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【学校教育目標】 

自律に向かう挑み続ける小値賀っ子の育成 

～島から日本一楽しい学校を～ 

 

【国語科の目標】 

言葉による見方・考え方を働かせ，

言語活動を通して，国語で正確に理

解し適切に表現する資質・能力を育

成することを目指す。 

 

【算数科の目標】 

数学的な見方・考え方を働かせ，数

学的活動を通して，数学的に考える

資質・能力を育成することを目指

す。 

 

日本国憲法 

教育基本法 

学校関係諸法令 

学習指導要領 

県・町教育方針 

３期教育振興計画 

３期町教育振興計画 

子供の実態 

地域の実態 

保護者の願い 

教師の願い 

Ｒ６ 学校スローガン 

『挑む！』 

【目指す子供の姿（目指す児童像）】 

○たくましい子『チャレンジする力』 

○よく考える子『決める力・表す力』 

○助け合う子『つながる力』『つなげる力』 

【プロジェクト２】 

『子供と共に創る』授業及び学習指導 

【プロジェクト３】 

学校・家庭・地域をつなぐ学びの活性化 

【研究主題】 

自ら考え判断，行動し，学び続ける子供の育成 

～子供が夢中になる授業づくりに向けて～ 

【児童の実態】 

 ・恵まれた自然，地域，学校環境の中で育ち，素直な心で学びに向かっている。 

 ・学びに対する主体性が低い児童がいる。 

→ 教材や発問を工夫する。 

 ・指示待ちの児童が多く，自ら考え判断し，行動する児童がほとんどいない。 

  → 子供たちに『自己決定の場』を提供する授業づくりをする。 

【授業改善】 

 

○『夢中』のきっかけづくり 

(導入) 

○考えを広げ深める環境づくり 

 ・子供による学び方の選択 

 ・対話方法の充実 

○学びを『続ける，積み重ね 

る』 

 ・振り返りの充実(次時の学

習，自学，生活への結び付け) 

【学習習慣】 

 

〈学校〉 

○学習習慣の徹底，統一 

 ・姿勢 ・筆箱の中身 

 ・学習道具の整理 

 ・帯タイムの活用 

  (基礎学力の定着，向上) 

 ・自学ノートの推奨，意識向上 

〈家庭〉 

○家庭との連携 

 ・家庭学習を励ます視点 

 ・懇談会での情報交換 

 ・生活習慣の確立 

 ・自学の推奨 


